
介紹

の
末
は
、
維
新
に
際
し
て
、
明
治
政
府
の
廃
藩
を

ま
た
ず
に
藩
を
や
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
狭
山
に
お
い
て
町
史
編
纂
が
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
を
聞
い
て
か
ら
、
か
な
り
久
し
い
年
月
が

た
っ
て
お
り
、
私
共
は
そ
の
上
梓
の
日
を
鶴
首
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昨
年
、
ま
ず
第
二
巻
史
料

編
を
刊
行
さ
れ
た
。
末
永
雅
雄
、
井
上
薫
、
肉
薄

之
夫
、
福
島
雅
蔵
の
諸
氏
が
編
纂
に
あ
た
ら
れ
た

に
ふ
さ
わ
し
い
す
ぐ
れ
た
史
料
集
が
世
に
送
り
だ

さ
れ
た
こ
と
を
奮
び
、
若
干
、
内
容
を
紹
介
し
た

い
と
考
え
る
。

　
本
文
の
史
料
は
二
六
五
点
、
五
一
四
頁
、
古
代
、

中
世
、
近
世
、
近
代
の
三
部
に
わ
け
、
と
く
に
史

料
の
豊
憲
な
近
世
に
つ
い
て
は
、
総
記
、
土
地
、

貢
租
、
村
政
、
戸
ロ
、
水
利
、
土
木
、
産
業
、
狭

山
藩
、
狭
山
藩
領
、
寺
社
、
銘
記
の
一
二
項
に
わ

か
っ
て
、
主
要
な
史
料
を
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、

な
か
で
も
「
中
林
家
累
代
日
記
扁
　
（
総
認
）
は
、

文
明
二
年
～
明
治
十
年
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
天
正

十
一
年
よ
り
収
載
さ
れ
て
い
て
簡
単
な
記
述
で
あ

る
が
注
怨
す
べ
き
も
の
が
多
い
。
明
細
帳
は
六
力

村
の
そ
れ
が
収
め
ら
れ
、
内
容
は
詳
細
で
あ
る
。

「
村
政
」
で
は
、
摂
河
泉
地
方
に
多
発
し
た
村
役

人
不
帰
依
一
件
文
書
が
含
ま
れ
、
　
「
水
利
偏
　
「
土

木
扁
で
は
狭
山
池
関
係
の
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ

り
、
産
業
に
は
菜
種
油
難
業
、
天
満
青
物
市
関
係

の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
「
狭
山
藩
」
で
は
税
敏
法

と
あ
る
貢
租
収
納
に
関
す
る
詳
細
な
文
書
や
狭
山

藩
公
辺
諸
向
手
控
、
暇
狭
山
藩
記
事
書
類
な
ど
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
史
料
集
は
、
近
世
に
お
け
る

最
も
先
進
的
な
商
品
生
産
地
帯
の
情
況
を
知
る
上

で
の
重
要
な
参
考
文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
－
ま

た
狭
肉
池
絹
水
の
慣
行
や
、
畿
内
小
藩
と
し
て
の

狭
山
藩
藩
政
を
研
究
す
る
の
に
、
す
ぐ
れ
た
手
が

か
り
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
。

　
な
お
、
本
書
に
は
、
本
文
に
つ
づ
い
て
一
〇
七

項
に
お
よ
ぶ
図
版
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
含
ま
れ
た
数
百
枚
の
写
真
は
、
い
ず
れ
も
鮮

明
な
も
の
で
あ
り
、
考
古
学
遺
物
、
古
文
書
、
民

俗
行
事
、
産
業
資
料
、
景
観
な
ど
、
多
種
多
方
面

に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
町
の
歴
史
を
よ
り
身

近
の
も
の
と
し
て
お
り
、
本
書
の
特
色
と
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
関
係
者
の
御
努
力
に
敬
意
を
適
し
、
狭
山
町
史

第
一
巻
本
文
編
の
刊
行
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
待

し
つ
つ
簡
単
な
紹
介
の
筆
を
お
き
た
い
。

　
　
（
A
5
判
本
文
五
一
賜
葺
　
開
版
一
〇
七
　
昭
和
四

　
十
一
年
四
月
狭
山
町
刊
）
　
（
脇
田
　
　
修
）

箕
面
市
史
　
第
一
・
二
巻

　
北
摂
の
中
央
に
位
置
す
る
箕
面
市
は
旧
箕
颪

村
・
萱
野
村
・
豊
川
村
・
昏
々
呂
美
村
な
ど
を
母

体
と
し
て
成
立
七
、
市
域
に
は
｝
鵬
大
な
史
料
を
有

す
る
応
頂
山
勝
尾
寺
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
市
史

の
編
纂
が
早
く
か
ら
の
ぞ
ま
れ
て
い
た
。
昭
和
三

九
年
蒜
に
古
代
・
中
世
篇
と
し
て
第
一
巻
が
ま
と

ま
り
、
昨
年
近
世
篇
の
第
二
巻
が
出
さ
れ
た
。

　
第
一
巻
は
第
一
章
原
始
・
古
代
の
箕
癒
の
う
ち
、

主
と
し
て
考
古
学
的
面
を
藤
沢
一
夫
氏
、
文
献
学

的
面
を
末
中
哲
夫
氏
が
拙
当
し
、
第
一
一
章
中
盤
の

箕
颪
の
う
ち
勝
尾
寺
文
書
を
中
心
と
し
た
中
世
全

体
の
動
き
を
芦
田
芳
実
氏
、
文
化
財
の
面
を
佐
和

隆
研
・
藤
井
鷹
正
・
藤
沢
一
夫
諸
氏
が
分
担
し
て

い
る
。
原
始
・
古
代
の
遺
跡
・
遺
物
に
つ
い
て
は

箕
面
市
域
の
も
の
が
網
羅
し
て
あ
る
ほ
か
、
周
辺

の
そ
れ
に
つ
い
て
も
関
連
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
北
摂
全
体
の
様
子
を
知
る
上
で
便
な

ら
し
め
て
い
る
。
三
〇
〇
頁
に
の
ぼ
る
中
世
の
政

治
・
祉
会
・
経
済
史
は
、
ほ
と
ん
ど
勝
尾
寺
文
書

に
よ
っ
て
お
り
、
本
巻
の
中
心
都
分
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
岡
文
書
の
豊
密
な
こ
と
は
記
述
に
便

利
で
あ
る
反
面
、
と
も
す
れ
ば
史
料
的
に
か
た
よ
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っ
て
勝
尾
毒
の
歴
史
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
勝
羅
寺
と
周
辺
村
落

と
を
関
連
づ
け
な
が
ら
こ
の
地
域
の
中
世
の
展
朋

を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
世
の
勝
尾
寺
領
が
現
市
域
の
か
な
り
の
部

分
を
占
め
、
こ
の
山
間
寺
院
を
中
心
と
し
て
こ
の

地
域
の
中
世
史
が
展
開
し
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

勝
尾
尋
文
書
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
も
ま
た
当

を
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
は
、
測
器
寺
が
地
頭
職
を
も
っ
た
高
山
庄
を
め

ぐ
る
勝
尾
寺
と
領
家
浄
土
専
門
跡
、
在
地
領
主
高

山
智
な
ど
と
の
争
い
で
、
の
ち
の
戦
圏
大
名
高
ゆ

氏
の
成
長
過
程
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
文

化
財
と
し
て
は
、
め
ず
ら
し
い
八
天
之
石
蔵
の
勝

示
遺
構
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
調

査
報
告
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
巻
は
島
闘
龍
雄
・
宋
中
哲
夫
。
藤
本
篤
ら

諸
氏
が
分
担
し
、
太
閤
検
地
か
ら
江
戸
幕
府
の
倒

壌
ま
で
の
政
治
・
経
済
・
文
化
に
わ
た
り
、
近
選

地
方
文
霧
を
た
ん
ね
ん
に
駆
使
し
て
記
述
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
巻
で
は
山
林
・
水
利
や
西
国
街
道
瀬

川
宿
な
ど
に
か
な
り
の
部
分
が
さ
か
れ
て
お
り
、

入
会
慣
行
・
争
論
・
交
通
制
度
な
ど
に
つ
い
て
興

味
深
い
事
実
が
多
い
。
中
世
以
来
の
寺
領
山
林
を

め
ぐ
っ
て
、
近
世
に
拾
頭
し
て
き
た
小
農
民
た
ち

と
寿
院
と
の
間
に
お
こ
る
山
論
は
興
味
を
そ
そ
る
。

全
体
と
し
て
い
え
ば
一
巻
と
二
巻
と
の
連
結
に
必

要
な
織
豊
政
権
成
立
に
い
た
る
戦
国
期
の
記
述
が

若
干
弱
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
望
む
の
は
史

料
的
な
制
約
を
無
視
し
た
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ

ろ
う
か
。

　
箕
面
市
で
は
ひ
き
つ
づ
い
て
摺
下
史
料
篇
刊
行

の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
本
年
度
中
に
史
料
篇
の
一
、

以
下
一
年
一
冊
の
鶏
標
で
史
料
篇
の
二
、
三
が
ま

と
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
露
量
の
近
・
現
代
篇
が
つ

く
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
物
毎
寺
文
書
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
大
阪
府
が
計
画
し
、
第
一
巻
を
出
し

た
の
み
で
刊
行
を
申
断
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、

今
度
箕
面
市
に
よ
っ
て
大
規
模
に
そ
の
業
が
な
さ

れ
る
こ
と
は
、
歴
史
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
な
す

も
の
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
　
（
A
5
判
　
第
一
巻
五
一
四
買
　
昭
漁
三
九
年
一
一
～

　
蝿
第
二
巻
五
困
九
頁
　
昭
和
四
十
一
年
黒
月
　
箕

　
颪
市
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
尾
　
　
寿
）

新
修
島
根
県
史

史
料
篇

　
島
根
県
－
出
雲
、
石
茸
国
と
い
え
ば
、
原
始

の
昔
か
ら
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
質
に
応
じ
て
独
自
な

役
割
を
は
た
し
て
き
た
地
方
で
あ
る
。
昭
和
五
年
、

『
島
根
県
史
』
が
完
成
し
、
そ
の
歴
史
解
朔
の
基

本
文
献
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
抜

本
的
に
大
改
訂
す
る
仕
事
が
昭
和
三
十
五
年
置
ら

い
進
め
ら
れ
、
主
幹
田
村
清
三
郎
、
編
纂
貫
中
村

一
介
（
近
代
）
、
河
井
忠
親
（
古
代
、
近
世
）
、
勝

田
勝
年
（
中
世
）
諸
氏
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い

た
史
料
簿
鯉
ハ
野
川
（
古
代
由
丁
世
・
近
世
ト
幽
下
－
・
近
代

上
中
下
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
多
く
の
新
史
料

と
、
研
究
者
の
利
用
し
や
す
い
よ
う
数
々
の
配
慮

を
加
え
ら
れ
て
、
学
界
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
以

下
古
代
中
世
篤
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
古
代
は
、
　
六
国
［
史
、
類
聚
潮
幽
山
入
以
下
諸
史

料
・
文
書
の
島
根
県
関
係
の
抄
録
及
び
日
御
碕
神

社
蔵
の
鵬
雲
函
風
土
記
全
文
（
校
訂
加
藤
義
成

氏
）
を
掲
載
す
る
。
中
世
は
、
チ
家
、
北
島
家
、

日
御
器
神
社
、
、
鰐
淵
寺
、
雲
樹
寺
を
は
じ
め
、
出

雲
国
五
〇
家
、
石
見
國
三
二
家
、
隠
岐
四
家
及
び

萩
藩
閥
閲
録
な
ど
県
外
三
件
全
一
一
七
七
通
を
収

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
霧
は
、
一
々
例
示
す
る
ま

で
も
な
く
、
た
ん
に
北
陽
の
一
地
方
史
に
と
ど
ま

る
も
の
で
な
く
、
ひ
ろ
く
中
世
の
政
治
・
経
済
・

文
化
の
根
本
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の

が
多
数
に
の
ぼ
る
。
瞬
県
史
も
、
文
書
・
記
録
を
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